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1. 目的 

 建設 CIM(Construction Information Modeling / 

Managements)の展開は、小規模な工事では短期間の工

事規模や人材確保などの要件もあり難しくしていると

ころが多いと考えられる。そのため建設 CIM 化は‘施

工現場の手間になることを嫌われており’、会社にとっ

てのメリットがなければ取り組みにくい実態がある。 

本報告は、建設 CIM で集積される情報を、より分り

易くするために 3 次元化による可視化とともに、会社

や個人にとって知財情報としての蓄積も考慮して、映

像情報を取り入れた CIM の効果をまとめている。 

2. 情報の知財化 

継続的に実施している BCP（Business Continuity 

Planning）研修などから、建設環境において情報化や

効率化、低価格化が進む中で、個人に依存している工

事実績やノウハウは、高齢化（退職、転職）とリスト

ラクション（年功序列・評価制度）の中で、企業内に

蓄積されるべきノウハウや実績などの知財が著しく流

出している実態があり、社内への技術知財の蓄積が事

業継続上の重要な課題になっている。 

ここでは知財情報として文字情報では技術課題やリ

スク認識において個人差が大きいことから、映像や画

像情報の活用（写真１参照）について検証している。 

 

写真 1．安全教育風景 

（現場映像のタイムラプ

ス映像を、映像にあるリ

スク個人差を認識し他人

のリスク行動を理解する

安全教育を実施） 

３. CIM 化（情報化技術） 

CIM 化の対象事業は、国土交通省中部地方整備局庄

内川河川事務所平成 26 年度庄内川大治築堤工事にお

ける堤体掘削・盛土工事に対して CIM 化を実施してい

る。CIM 化に当たっては、表 1 に示すフリーソフトや

ASP（Application Service Provider）サービス及びレ

ンタルサービス等の CIM 化導入機材を利用して三つの

生産性や効率化方策などについて実現している。 

 

表１ CIM 化導入機材リスト 

CIM 化導入機材 契約方法 

3 次元モデル＋viewer フリーソフト 

GPS 搭載重機（転圧ローラ） レンタル 

マシンガイダンス（ショベル） レンタル 

テレビ会議（遠隔操作） レンタル（ASP） 

帳票ＡＳＰ（電脳 asper） レンタル（ASP）助成 

ネットワークカメラ（SU1） 

※中小企業連携共同開発 

購入（カメラ 4 台） 

画像収録装置、画像編集装置 

データベース 市販ソフト 

ａ）生産性・効率化方策 

 ① 3 次元モデルとリスク属性表示 

設計情報の 3 次元とともに DB 化を図り、技術者が

分りやすい情報形態を提供している（図 2 参照） 

  

  

図 2．施工 step 図 （3 次元 CAD に高さ属性を付加して、掘削高

の相対高をカラーコンタで表示） 

② ＧＰＳ搭載重機とマシンガイダンス 

3 次元ショベルによる制御施工、車両搭載 GPS によ

る転圧機械の導入により生産性や施工品質の向上を図

っている。（図 3 参照） 

   

 

図 3．GPS 搭載重機と転圧軌跡図 （ＧＰＳから得られる振動ロー

ラの 3 次元の位置情報からは，盛土の転圧回数の管理により盛土品

質の管理を行っている。） 

  



ｂ）コミュニケーション方策 

① ASP 帳票作成 

施工プロセス内外で発生する情報を、企業者と現

場の両者で情報共有できる情報環境づくりを行う。 

② ASP テレビ会議 

企業者と施工者のコミュニケーション齟齬による

ケアレスミスを低減させる。（写真 2 参照） 

 

写真 2．テレビ会議風景 

（ASP テレビカメラ機能を活用し

て、遠隔にいる監督員と連絡確認

などの報告を可能にする。） 

ｃ）情報の知財化方策 

① ネットワークカメラと画像縮合（図 4 参照） 

現場と監督者間のコミュニケーションを、ネットワ

ークカメラと映像縮合技術（タイムラプス映像）によ

り現場情報をリアルタイムな意思決定の迅速化を図る。 

（※タイムラプス映像：長時間の事象の変化を短時

間で表現できる映像を意味する。） 
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図 4 ネットワークカメラ構成図 

② 情報の知財化（データベース）（図 5 参照） 

施工技術の知財化のためにデータベースに情報集約す

るために利用者視点での検索機能を充実させた GUI

（Graphical User Interface）を整備している。 
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Ａ 検索情報設定 B 日別施工実績一覧 C 日別工事実績データ入力 

Ｅ 転圧・盛土情報入力 Ｆ 水位・アラート情報 Ｇ 定点カメラ映像再生 Ｈ 転圧作業情報入力 

Ｉ 転圧作業映像再生 Ｊ 転圧作業ＧＰＳ軌跡図 Ｌ 工事記録写真 Ｋ 転圧作業ＧＰＳグラフ 

 

D 工事現場３Ｄ図 

 

図 5．DB 画面 （一日に発生する施工情報を、集約させたデータベ

ース。写真や画像情報が関係づけて確認できる GUI を充実。） 

 

４． 情報の見える化 

集約した知財の活用により、社内の技術継承を確実

にするため、情報の可視化や、映像などの可視化情報

の表示方法について検討している。 

特に映像情報については、一日の施工の変化を短時

間の確認を可能にするタイムラプス機能を追加、工事

現場の空間イメージをよりリアルにするために空間を

4 方向でとらえた映像表示している。（図 6 参照） 

 

図 6．DB 画面（4 方向映像） （工事空間を 4 方向のカメラで捉え

て、工事記録として短時間でタイムラプス映像が確認できる。） 

５．まとめ 

建設 CIM 実施による検証結果を以下にまとめる。 

① GPS 搭載重機やマシンガイダンスの導入など、生産

効率の向上を可能にした。 

② CIM 化において帳票作成などはクラウドや ASP の

利用、カメラシステムや DB は、ベンチャー企業と

の共同開発でより低コストの運用を可能にした。 

③ CIM 情報のタイムラプス映像を利用した施工管理

や安全教育などでは作業員同士のリスクイメージ

の共通認識化によりリスク意識の向上が図れた。 

６．最後に 

今後、CIM 化による集積した情報の活用として、設

計情報と施工情報の関係づけや映像情報にタグ付など

の機能追加など、知財化機能とともにトレサビリティ

機能の充実を図っていきたいと考える。 
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